
（ 別紙）  

「空輸対応型低圧応急用電源車」の概要について 

 
１．導入車両 

  「空輸対応型低圧応急用電源車」 

 

２．配備個所 

  長岡営業所 １台（平成２６年７月導入）、仙台南営業所 １台（平成２６年９月導入） 

 

３．車両・発電機仕様 

 車両仕様 ：ガソリン６６０ｃｃ，５ＭＴ，４ＷＤ，乗車定員２名 

 

 発電機出力：単相３線式 100V/200V，１３ｋＶＡ／１５ｋＶＡ（５０Ｈｚ／６０Ｈｚ） 

 

 発電機重量：４９２㎏（燃料満タン）燃料：軽油（４０㍑タンク） 

 

 燃料消費量：７５％負荷（燃料満タン）で約１０時間連続運転可能 

 

 

４．車両・CH47外観および電源確保方法 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．期待される効果について 

○災害復旧における活用 

これまで孤立地区への応急送電は寸断道路の復旧後に実施していたが、ＣＨ４７内

部に積載し空輸することで孤立地区や離島へより安全で機動的な応急送電が可能と

なり、復旧完了時間の短縮が期待される。 

 

以上 

［電源確保方法］ 
① 低圧配電線への接続 
② 電力量計への接続 
③ 付属の仮設コンセント盤 

（コンセント×８口：合計容量８０Ａまで） 

[愛称]        [語源] 

灯（ ToMoS
と も す

）     Tohoku（ 東北）  

Mobile（ 機動的）  

Speedy（ 早い）  

 

接続先 

①②③ 


